
撮影／㈱矢野写真　　撮影／㈱矢野写真館館　　撮影／㈱矢野写真館

バイバイ ・・ るもるもいい運動「お買い物は地元で運動「お買い物は地元で」」

NNoo．．656599

今月の表紙（わが社のフレッシュ）20202222

４・５

RumoiChamberofCommerce&IndustrRumoi Chamber of Commerce & IndustryyRumoi Chamber of Commerce & Industry

留萌信用金庫 本店営業留萌信用金庫 本店営業部部

　　中 山中　山　 　悠悠 さん さん

なかやなかやままなかやま はるはるかかはるか

留萌信用金庫 本店営業部

　　中　山　 　悠 さん

CONTENTCO N T E N T SSCO N T E N T S
○○第２３６回通常議員総第２３６回 通常議員総会会

○○令令和和４４年年度度 留萌商工会議所事業計留萌商工会議所事業計画画

〇〇令令和和４４年年度度 留萌商工会議所収支予算留萌商工会議所収支予算書書

〇〇令令和和４４年年度度 留萌中小企業相談所事業計留萌中小企業相談所事業計画画

〇市内行事予〇市内行事予定定

○企業 情○企業   情報報

〇わが社のフレッシ〇わが社のフレッシュュ

〇会員紹介コーナ〇会員紹介コーナーー

徳

○第２３６回 通常議員総会

○令和４年度 留萌商工会議所事業計画

〇令和４年度 留萌商工会議所収支予算書

〇令和４年度 留萌中小企業相談所事業計画

〇市内行事予定

○企業   情報

〇わが社のフレッシュ

〇会員紹介コーナー

徳



▽
第
五
号
　
令
和
四
年
度
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
六
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
産
業
会

館
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
七
号
　
令
和
四
年
度
退
職
給
与
積

立
金
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
八
号
　
そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号
　
第
二
十
一
回
道
北
商
工
会

議
所
正
副
会
頭
会
議
提
出
議
案
に
つ

い
て
　
他
十
件

第659号（隔月１回発行） 令和４年４月15日 ②か い ぎ し ょ News

　
当
所
の
第
　
回
通
常
議
員
総
会
が
、

２３６

三
月
二
十
五
日
画
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、
役
議

員
五
十
九
名
（
内
 
委
任
状
三
十
六
名
）

青
年
部
二
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
令

和
四
年
度
事
業
計
画（
案
）
と
収
支
予
算

（
案
）
な
ど
を
審
議
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
昨
年
中
止
し
た
商

工
会
議
所
会
員
大
会
で
実
施
予
定
の
会

員
事
業
所
・
役
議
員
・
職
員
の
表
彰
式

を
行
っ
た
。
会
員
表
彰
規
定
第
一
条
第

一
項
に
よ
り
、
創
業
七
十
年
以
上
の
六

事
業
所
（
内
 
五
事
業
所
出
席
）、
役
議

員
表
彰
第
三
条
に
よ
り
役
議
員
四
名

（
内
 
一
名
出
席
）、
第
五
条
に
よ
り
職

員
一
名
の
表
彰
を
行
っ
た
。

　
次
い
で
、
塚
本
壽
三
郎
会
頭
が
「
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
商
工
会
議
所
の
事

業
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
先
ほ
ど
会
員
表
彰

さ
れ
た
事
業
所
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
テ
レ
ビ
等
で
ご

承
知
の
と
お
り
、
世
界
情
勢
が
非
常
に

不
安
定
に
な
り
株
式
市
場
や
為
替
市
場

も
混
乱
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
会
議
所
と
し
て
も
こ
の
状
況
を

冷
静
に
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
に

関
し
て
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
解
除
さ
れ
、
飲
食
店
等
へ
の
人
の
動

き
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
内

経
済
の
活
発
化
を
図
れ
る
よ
う
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
。
続
い
て
、

議
事
に
入
り
令
和
四
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
令
和
四
年
度
商
工
会
議
所
一

般
会
計
他
各
特
別
会
計
の
収
支
予
算

（
案
）の
議
案
事
項
八
件
を
原
案
通
り
可

決
承
認
し
た
。

　
ま
た
、
道
北
・
全
道
商
工
会
議
所
大

会
提
出
要
望
書
他
、
報
告
事
項
十
件
を

報
告
し
全
議
事
を
終
了
し
た
。

▽
第
一
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
及
び
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
　

事
業
計
画（
案
）

▽
第
二
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
一
般
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
三
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
中
小
企

業
相
談
所
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）

▽
第
四
号
　
令
和
四
年
度
法
定
台
帳
特

別
会
計
収
支
予
算（
案
）

　
第
　
回
常
議
員
会
が
三
月
十
八
日
画

３７８

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会
館

に
て
行
わ
れ
、
塚
本
会
頭
、
関
野
副
会

頭
・
辻
本
副
会
頭
・
大
石
副
会
頭
、
川

村
専
務
理
事
ほ
か
常
議
員
十
一
名
、
監

事
二
名
、
青
年
部
か
ら
村
上
会
長
他
一

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
総
会
提
出

議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
令
和
四
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
色
濃
く
受
け
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
着
実
な
事
業
の
推
進

並
び
に
経
済
活
動
の
回
復
と
新
た
な
る

展
開
に
重
き
を
置
き
事
業
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
現
下
の
社
会
情
勢
に
お

い
て
は
、
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
を
席
巻
し
、
尚
且
つ
、

今
般
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
、
今
後
の
世
界
情
勢
を
混
乱
に
陥

れ
る
事
が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
国
内
で
は
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
開
始
さ
れ
、
収
束
に
向
け
て

の
着
実
な
歩
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
内
で
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大

で
一
月
か
ら「
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
」

が
継
続
さ
れ
て
、
観
光
・
飲
食
・
交
通

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

当
留
萌
市
に
お
い
て
も
冬
季
の
大
雪
被

害
も
相
ま
っ
て
、
地
域
の
社
会
及
び
経

済
活
動
全
般
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
留
萌
商
工
会
議
所
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
事
業
等
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
が
、「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を
実

践
し
つ
つ
可
能
な
限
り
予
定
し
た
事
業

等
の
実
施
に
努
め
る
と
共
に
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
、
国
や
自
治
体
の
支
援

策
等
に
対
す
る
最
新
情
報
の
提
供
や
交

付
申
請
等
に
か
か
る
支
援
等
を
は
じ
め
、

金
融
機
関
と
の
連
携
を
密
に
図
り
融
資

制
度
の
活
用
な
ど
を
含
む
千
数
百
件
の

相
談
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。
更
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
小
規
模
事
業
者
特

に
飲
食
店
や
小
売
店
等
の
支
援
に
つ
い

て
も
市
・
道
に
対
し
て
、
当
所
部
会
や

各
主
体
等
と
連
携
し
要
望
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
令
和

四
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、「
感
染

拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
」

を
命
題
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
の

執
行
を
目
指
し
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

令
和
四
年

令
和
四
年
度度

留
萌
商
工
会
議
所
事
業
計

留
萌
商
工
会
議
所
事
業
計
画画

第

回

常
議
員

第
　
 回
 常
議
員
会会

３７３７８８

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可
決決

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可
決

通
常
議
員
総

通
常
議
員
総
会会

通
常
議
員
総
会

第第
　
回回
２３２３６６２３６
第
　
回
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先
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
の
実

情
に
則
し
た
き
め
細
か
な
各
種
経
営
相

談
・
支
援
事
業
を
中
心
と
し
た
企
業
経

営
の
下
支
え
を
し
て
参
り
ま
す
。
次
に
、

万
全
な
感
染
症
対
策
の
も
と
に
従
来
の

事
業
を
円
滑
に
進
め
る
と
共
に
、
今
後

洋
上
風
力
発
電
事
業
を
中
心
と
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
誘
致
等
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
新
た
な
る
事
業
の
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者
が
持

つ
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
新

た
な
る
事
業
を
模
索
し
、
魅
力
あ
る
商

品
の
販
路
拡
大
並
び
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て

伴
走
型
の
支
援
活
動
を
推
し
進
め
て
参

り
ま
す
。

　
以
上
が
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
の

概
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
会
員
の
意
見
集
約
に
努

め
る
と
共
に
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
は
、
日
々
変
化
す

る
現
代
社
会
の
動
向
と
情
勢
を
敏
感
に

捉
え
、
会
員
企
業
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な

り
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
『
信
頼
さ
れ
、
頼
ら

れ
る
商
工
会
議
所
』
を
目
指
し
努
め
て

参
り
ま
す
。

１
坩
商
工
会
議
所
の
機
能
強
化

　
◇
商
工
会
議
所
に
求
め
ら
れ
る
役

割
・
あ
り
方
の
明
確
化

　
◇
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　
◇
ま
ち
づ
く
り
な
ど
提
言
や
活
動
の

見
え
る
化

　
◇
地
域
の
多
様
な
主
体
と
の
、
さ
ら

な
る
連
携
強
化

　
◇
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
強
化

２
坩
地
方
の
創
生
と
振
興
支
援

　
◇「
洋
上
風
力
発
電
事
業
」拠
点
港
の

誘
致
推
進

　
◇
食
と
観
光
等
の
支
援

　
◇
事
業
承
継
や
起
業
等
の
支
援

　
◇
企
業
誘
致
等
へ
の
支
援

３
坩
会
員
の
課
題
解
決
支
援

　
◇
働
き
方
改
革
の
支
援

　
◇
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
化
等
へ
の
支
援

　
◇
事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

　
◇
伴
走
型
の
経
営
支
援

　
◇
企
業
の「
事
業
継
続
力
強
化
」支
援

１
坩
政
策
提
言
、
要
望
活
動
の
推
進

　
①
商
工
会
議
所
は
地
域
唯
一
の
総
合

経
済
団
体
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
中
・
長
期
的
な

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
、
業
種
別

に
構
成
さ
れ
る
各
部
会
等
で
の
意

見
・
要
望
を
総
合
的
に
取
り
ま
と

め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た

る
各
種
施
策
の
適
正
か
つ
迅
速
な

実
施
に
つ
い
て
、
国
を
は
じ
め
道
、

市
な
ど
関
係
機
関
に
建
議
要
望
な

ど
を
行
う
。

　
②
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
商
工
業
の

振
興
や
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
、
さ

ら
に
は
地
域
発
展
の
基
盤
と
な
る

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

２
坩
会
議
所
機
能
強
化
及
び
活
性
化

　
①
部
会
活
動
の
積
極
的
展
開
～
会
員

の
要
望
・
意
見
の
集
約
推
進

　
②
委
員
会
活
動
の
積
極
的
展
開
～
会

議
所
活
動
の
具
現
化
推
進

　
③
青
年
部
活
動
の
支
援
（
次
代
を
担

う
者
の
育
成
）
～
親
会
と
の
懇
談

会
の
実
施

　
④
会
員
増
強
へ
の
取
組
強
化
～
会
員

大
会
の
充
実

　
⑤
会
議
所
財
政
の
健
全
化
推
進
～
事

業
の
見
直
し
と
収
益
の
確
保
推
進

　
⑥
留
萌
産
業
会
館
の
運
営
方
針
の
決

定

　
⑦
職
員
の
能
力
開
発
と
資
質
向
上
及

び
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
事
務
局
生
産

性
の
向
上

　
⑧
商
工
会
議
所
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
の
更
新

　
⑨
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と
広

報
の
充
実

３
坩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
支
援
事
業
の
拡
充

　
①
中
小
企
業
相
談
所
の
機
能
充
実

　
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支

援
強
化

　
③
創
業
支
援
へ
の
対
応
～
支
援
計
画

に
基
づ
き
外
部
支
援
機
関
と
の
連

携
強
化
充
実

　
④
事
業
承
継
へ
の
対
応
～
北
海
道
事

業
引
継
セ
ン
タ
ー
他
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化

　
⑤
小
規
模
事
業
者
経
営
発
達
支
援
事

業
の
推
進

　
⑥
中
小
企
業
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
策
定
支
援
の
推
進

　
⑦
Ｉ
Ｔ
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
推
進

　
⑧
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対

応
推
進

　
⑨「
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
」の

推
進

４
坩
地
域
の
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
　
①
留
萌
に
お
け
る
重
要
課
題
に
つ
い

て
（
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
・
駅
前
と
駅
裏

利
活
用
・
公
共
施
設
の
更
新
）

　
②「
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
」問
題
に
つ
い
て

　
③「
道
の
駅
」・「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」

の
利
活
用

　
④
自
衛
隊
に
対
す
る
「
る
も
い
自
衛

隊
応
援
会
議
」
の
推
進

　
⑤
企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

　
⑥「
洋
上
風
力
発
電
事
業
」の
拠
点
港

誘
致
推
進

　
⑦
留
萌
市
役
所
・
留
萌
市
議
会
と
の

情
報
共
有
～
懇
談
会
・
意
見
交
換

会
の
実
施

５
坩
観
光
振
興
の
推
進

　
①
交
流
人
口
増
加
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
へ
の
対
応

　
②
地
域
に
お
け
る「
お
も
て
な
し
」感

度
の
向
上

６
坩
そ
の
他

　
①
会
議
所
活
動
の
広
報
充
実

　
②
行
政
と
連
携
し
た
国
際
交
流
事
業

の
推
進

　
③
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

【
要
望
事
項
】

１
坩
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
商
店
街
づ
く
り

の
促
進

　
①
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
の
中
心
市

街
地
へ
の
誘
導
策
の
促
進

　
②
公
共
施
設
等
の
中
心
市
街
地
へ
の

誘
致
促
進

　
③
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
中

心
市
街
地
活
性
化
の
促
進

　
④「
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
」問
題
の
対
応

　
⑤
遊
休
地
を
活
用
し
た
、
中
心
市
街

地
公
共
駐
車
場
の
整
備
促
進
（
旧

生
協
・
旧
共
楽
・
錦
町
４
丁
目
周

辺
等
）

２
坩
バ
イ
る
も
い
運
動
の
推
進

　
①
地
方
創
生
を
実
現
さ
せ
る
た
め
官

公
庁
に
よ
る
地
域
企
業
優
先
購
入

の
促
進

　
②「
留
萌
市
地
元
企
業
応
援
基
本
条

例
」の
周
知
と
制
度
の
活
用
【
新

規
】

　
③
商
品
券
（
留
萌
市
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
発
行
）
の
積
極
的
な
活

用
促
進

　
④
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
に
向
け
て
の
経

済
対
策
の
促
進
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
等
）

【
実
施
事
項
】

１
坩
ま
ち
な
か
賑
わ
い
事
業
の
推
進

　
①
る
も
い
元
気
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事

業
の
実
施
【
新
規
】

　
②「
に
ぎ
わ
い
広
場
」を
核
と
し
た
活

性
化
の
推
進

　
③
商
店
街
の
空
き
店
舗
・
空
き
地
の

利
活
用
の
促
進

２
坩
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

　
①
商
店
街
一
斉
清
掃
の
充
実
推
進

３
坩
商
店
街
幹
線
道
路
の
完
全
除
排
雪

の
推
進

　
①
道
路
管
理
者
と
の
懇
談
会
の
開
催

４
坩「
道
の
駅
」の
利
活
用
に
つ
い
て
研

究
推
進

５
坩
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
の
推
進

６
坩
市
、
商
店
街
と
の
連
携
強
化
推
進

商
業
部
会

基
本
方
針

活
動
の
骨
子

部
会
事
業
計
画
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【
要
望
事
項
】

１
坩
暮
ら
し
の
安
全
を
守
り
地
域
の
発

展
を
図
る
た
め
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
整

備
、老
朽
化
対
策
、維
持
管
理
に
必
要

な
予
算
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
い
て

２
坩
高
規
格
幹
線
道
路
深
川
留
萌
自
動

車
道
、
全
面
開
通
後
の
道
路
網
整
備

に
つ
い
て

　
①
国
道
の
強
靭
化
、
維
持
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
（
　
号
・
　
号
・
　
号
・

２３１

２３２

２３９

高
規
格
道
）

　
②
羽
幌
ま
で
の
高
規
格
道
路
延
伸
に

つ
い
て
調
査
研
究
の
継
続

　
③
道
道
未
開
通
区
間
の
整
備
促
進

　
　（
特
に
、
国
道
　
号
線
の
緊
急
時

２３２

迂
回
路
と
し
て
道
道
苫
前
小
平
線

の
整
備
促
進
）【
新
規
】

　
④
都
市
計
画
道
路
見
晴
通
の
整
備
促

進

　
⑤
市
道
千
鳥
７
号
通
り
の
安
全
確
保

と
整
備
促
進

３
坩
国
道
　
号
霧
立
防
災
の
整
備
促
進

２３９

に
つ
い
て

４
坩
留
萌
港
の
活
性
化
と
利
活
用
・
整

備
の
推
進

　
①
留
萌
市
が
進
め
る
「
洋
上
風
力
発

電
」
の
拠
点
港
誘
致
に
対
応
で
き

る
港
湾
機
能
整
備
促
進
【
新
規
】

　
②
大
型
客
船
誘
致
の
た
め
の
港
湾
機

能
整
備
促
進

　
③「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
と「
道
の
駅
」

と
の
連
携
促
進

５
．
一
級
河
川
留
萌
川
の
防
災
対
策
事

業
の
推
進
・
親
水
機
能
の
向
上

　
①
河
口
導
流
堤
・
完
成
後
の
上
流
部
に

お
け
る
防
災
対
策
の
推
進
【
新
規
】

　
②
留
萌
川
の
川
辺
で
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
水
辺
空
間
の
確
保
及
び

「
道
の
駅
る
も
い
」「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
」
と
の
連
携
推
進
【
新
規
】

６
坩
地
域
を
維
持
す
る
た
め
、
技
能

者
・
技
術
者
の
育
成
と
雇
用
の
促
進

に
繋
が
る
施
策
の
推
進

　
①
定
住
促
進
の
た
め
高
校
生
や
Ｕ

タ
ー
ン
希
望
者
が
、
留
萌
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
特
別
教
育
を

受
け
る
際
の
受
講
料
を
一
部
補
助

【
新
規
】

【
実
施
事
項
】

１
坩
研
修
会
及
び
先
進
地
視
察
会
等
の

実
施
検
討

２
坩
他
地
域
と
の
広
域
連
携
の
研
究

【
要
望
事
項
】

１
坩
留
萌
市
及
び
金
融
機
関
を
含
め
た

連
携
に
よ
る
、
小
規
模
事
業
者
の
事

業
承
継
支
援
の
推
進

２
坩
空
き
家
解
体
に
対
す
る
助
成
制
度

の
創
設
促
進
【
新
規
】

【
実
施
事
項
】

１
坩
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
に
関

連
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

２
坩
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
坩
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
制

度（
マ
ル
経
資
金
）の
利
活
用
の
推
進

【
要
望
事
項
】

１
坩
人
手
不
足
対
策
と
し
て
外
国
人
を

含
む
雇
用
環
境
の
整
備
促
進

　
①
地
域
一
体
と
な
っ
た
外
国
人
労
働

者
の
受
入
環
境
整
備
促
進

２
坩
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
食
品
工

場
用
衛
生
用
品
高
騰
へ
の
支
援

３
坩「
ふ
る
さ
と
納
税
」返
礼
品
へ
の
地

場
産
品
活
用
拡
大

【
実
施
事
項
】

１
坩
水
産
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大

促
進

２
坩
留
萌
市
・
留
萌
水
産
物
加
工
協
同

組
合
と
の
連
携
推
進

【
要
望
事
項
】

１
坩
留
萌
港
の
機
能
整
備
促
進

　
①
留
萌
港
の
防
波
堤
嵩
上
げ
に
よ
る

静
穏
度
促
進

　
②
貨
物
ヤ
ー
ド（
古
丹
浜
埠
頭
・
三
泊

埠
頭
・
北
岸
・
南
岸
）の
整
備
促
進

　
③
臨
港
道
路
の
整
備
促
進

２
坩
留
萌
港
の
活
性
化
と
利
活
用
の
推
進

　
①
港
湾
環
境
及
び
施
設
の
整
備
促
進

　
②「
洋
上
風
力
発
電
」の
拠
点
港
誘
致

に
対
応
で
き
る
港
湾
機
能
整
備
促

進
【
新
規
】

　
③
対
岸
貿
易
の
可
能
性
調
査
の
推
進

　
④
留
萌
港
物
流
実
態
調
査
事
業
の
推

進

３
坩
道
路
網
の
整
備
及
び
強
靭
化
・
安

全
対
策
の
促
進

　
敢
高
規
格
幹
線
道
路
深
川
留
萌
自
動

車
道
の
整
備
促
進

　
①
道
路
環
境
の
整
備
促
進

　
②
冬
期
間
の
事
故
多
発
地
帯
の
安
全

対
策
及
び
視
程
障
害
対
策
（
自
発

光
式
視
線
誘
導
灯
の
増
設
等
）
の

促
進

　
③
留
萌
Ｉ
Ｃ
付
近
の
安
全
対
策
の
た

め
の
道
路
拡
幅
及
び
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
等
の
整
備
促
進

　
柑
留
萌
港
に
直
結
す
る
幹
線
道
路
の

整
備
及
び
強
靭
化
・
安
全
対
策
促

進

　
①
国
道
　
号
線（
道
々
霧
立
小
平
線
）

２３９

を
含
め
た
国
道
　
号
・
　
号
・
　

２３１

２３２

２３３

号
線

　
②
南
岸
に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
の
安

全
対
策
・
整
備
促
進

４
坩
生
活
圏
域
に
関
わ
る
輸
送
円
滑
化

の
促
進

　
①
主
要
・
補
助
幹
線
道
路
等
の
定
期

的
な
除
排
雪

　
②
道
の
駅
周
辺
道
路
の
冬
期
間
の
安

全
対
策
促
進（
除
排
雪
）

　
③
雪
捨
て
場
減
少
に
よ
る
空
き
地
等

の
有
効
活
用

【
実
施
事
項
】

１
坩
交
通
安
全
推
進
運
動
へ
の
参
加

２
坩
研
修
会
・
懇
談
会
等
の
開
催

運
輸
港
湾
部
会

令和４年度 留萌商工会議所収支予算書

増 減
（Ａ－Ｂ）

前年度予算額
（Ｂ）

本年度予算額
（Ａ）

科　　　目

33,00015,770,00015,803,000１．会　　　費

500,0001,600,0002,100,000２．手　数　料

△ 153,125,0203,125,005３．事 業 収 入

△ 1,000,0003,210,0002,210,000４．雑　収　入

△ 6,000744,001738,001５．繰　入　金

2,609,98512,139,84914,749,834６．繰　越　金

2,136,97036,588,87038,725,840合　　　　計

（単位：円）１．収入の部

増 減
（Ａ－Ｂ）

前年度予算額
（Ｂ）

本年度予算額
（Ａ）

科　　　目

△ 900,0005,700,0004,800,000１．事　業　費

4,200,0007,000,00011,200,000２．給　与　費

0300,000300,000３．福利厚生費

0280,000280,000４．旅費・交通費

720,0002,250,0002,970,000５．事　務　費

605,000700,0001,305,000６．会　議　費

0550,000550,000７．渉　外　費

100,000500,000600,000８．租 税 公 課

01,800,0001,800,000９．負　担　金

100,000400,000500,000１０．雑　　　費

0200,000200,000１１．警　備　費

0350,000350,000１２．青年部 特別会計繰出金

△ 108,8174,909,4554,800,638１３．相談所 特別会計繰出金

△ 1,300,0001,300,0000１４．コロナ感染対策事業費

△ 1,279,21310,349,4159,070,202１５．予　備　費

2,136,97036,588,87038,725,840合　　　　計

２．支出の部

工
業
部
会

水
産
部
会

金
融
部
会
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①
除
排
雪
等
に
つ
い
て
道
路
管
理
者

と
の
懇
談
会
へ
の
参
加

【
要
望
事
項
】

１
坩
観
光
事
業
の
振
興
促
進

　
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
案
内
の

さ
ら
な
る
充
実
と
周
知
の
促
進

【
新
規
】

２
坩
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
各
種

大
会
の
留
萌
市
招
致
推
進

　
①
ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
倆
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
・
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ

Ｓ
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
等
企
業
連
携
に
よ
る

誘
致
推
進
【
新
規
】

３
坩
雇
用
確
保（
外
国
人
を
含
む
）に
向

け
た
対
策
の
推
進

　
①
外
国
人
労
働
者
受
入
施
設
等
へ
の

支
援
促
進
【
新
規
】

４
坩
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
経

済
対
策
の
充
実

【
実
施
事
項
】

１
坩
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
協
賛

　
①「
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
」協

７２

賛
、「
第
　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
」

３２

　
②「
呑
涛
ま
つ
り
前
夜
祭
」・「
や
ん
衆

盆
踊
り
」の
支
援
協
力

　
③「
う
ま
い
よ
外
る
も
い
市
」へ
の
協
力

２
坩
留
萌
観
光
協
会
、
留
萌
観
光
連
盟

と
の
連
携

３
坩
留
萌
観
光
案
内
所
事
業
の
継
続

４
坩「
る
も
い
の
良
さ
を
広
め
よ
う
運

動
」
の
推
進

　
①
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
創
出

　
②
地
産
地
消
の
推
進
と
販
路
拡
大

（
会
議
所
Ｈ
Ｐ
及
び
会
報
の
活
用
）

　
③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
観
光
協
会
）を
利
用

し
た
Ｐ
Ｒ
推
進

５
坩
研
修
会
・
懇
談
会
等
の
開
催

【
検
討
項
目
】

１
坩
持
続
可
能
な
会
議
所
運
営
に
つ
い

て
２
坩
会
員
大
会
の
運
営
に
つ
い
て

【
担
当
事
業
】

１
坩
会
員
大
会
の
運
営
〔
　
月
６
日
昭
〕

１０

２
坩
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

〔
　
月
　
日
昇
〕

１１

２２

３
坩
萌
商
会
の
運
営
（
幹
事
会
に
よ
る

運
営
）

４
坩
役
議
員
研
修
会
の
開
催
【
Ｉ
Ｔ
研

修
・
働
き
方
改
革
講
習
会
 等
】

【
検
討
項
目
】

１
坩
中
心
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て

　
①
市
役
所
を
含
む
公
共
施
設
の
更
新

に
関
す
る
事
項

　
②
旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
を
含
め
た
中
心

市
街
地
再
開
発
に
関
す
る
事
項

　
③
駅
前
・
駅
裏
の
利
活
用
に
関
す
る

事
項

２
坩
地
域
の
振
興
及
び
企
業
誘
致
に
つ

い
て
の
調
査
・
研
究

　
①「
洋
上
風
力
発
電
」の
実
現
に
向
け

て
の
調
査
研
究
【
新
規
】

【
実
施
項
目
】

１
坩
ま
ち
づ
く
り
振
興
に
関
す
る
研

修
・
視
察

２
坩
旧
る
も
い
プ
ラ
サ
の
美
観
整
備
要
望

【
検
討
項
目
】

１
坩
交
流
人
口
の
増
加
及
び
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
へ
の
対
応

　
①「
道
の
駅
る
も
い
」・「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
る
も
い
」の
利
活
用
推
進
に

つ
い
て

　
　
敢
ア
ウ
ト
ド
ア
の
拠
点
と
な
る
Ｒ

Ｖ
パ
ー
ク
の
整
備
促
進

　
　
柑
Ｅ
Ｖ
専
用
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
促
進

　
②
地
元
食
材
を
使
っ
た
「
Ｓ
ｅ
ａ
級

グ
ル
メ
」
の
開
発
促
進
に
つ
い
て

　
③
新
し
い「
る
も
い
の
食
」
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
促
進
に
つ
い
て

２
坩
お
も
て
な
し
感
度
の
向
上

　
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
市
内
へ
の
誘

導
に
つ
い
て

【
実
施
項
目
】

１
坩
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
、
第

７３

　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

３３　〔
予
定：

７
月
　
日
晶
・
　
日
松
〕

２９

３０

２
坩
検
討
事
項
に
関
す
る
研
修
会
・
視

察
会
等
の
開
催

　
①
室
蘭
港
開
港
　
年
記
念
事
業
　
み

１５０

な
と
オ
ア
シ
ス
「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ
」
北
海
道
大
会
飴
室
蘭
（
６
月

　
日
・
　
日
）【
新
規
】

２５

２６

【
検
討
項
目
】

１
坩
会
議
所
広
報
に
関
す
る
事
項

【
担
当
事
業
】

１
坩
会
報
「
か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」
編

集
と
刊
行

【
検
討
項
目
】

１
坩
国
際
交
流
に
お
け
る
経
済
波
及
効

果
の
研
究

広
報
委
員
会

地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

観
光
お
も
て
な
し
委
員
会

２
坩
外
国
人
実
習
生
の
受
入
れ
研
究

【
担
当
事
業
】

１
坩
留
萌
市
国
際
交
流
協
会
が
実
施
す

る
経
済
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援
・

協
力

２
坩
外
国
人
受
入
れ
に
関
す
る
研
修
会

の
開
催

国
際
交
流
特
別
委
員
会

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

委
員
会
事
業
計
画

総
務
運
営
委
員
会

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

又
は
技
術
の
改
善
発
達
の
た
め
、
国
の

小
規
模
事
業
施
策
に
基
づ
く
事
業
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
伴
走
型
支
援
体
制

を
強
化
し
、
留
萌
市
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
振
興
と
発
展
に
寄
与

す
る
。

１
坩
巡
回
・
窓
口
相
談
を
軸
に
し
た
伴

走
型
支
援
の
推
進

２
坩
経
営
実
態
の
把
握
と
経
営
改
善
情

報
の
提
供
推
進

３
坩
Ｉ
Ｔ
の
導
入
・
活
用
支
援
に
よ
る

業
務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
の
推
進

４
坩
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支

援
強
化

１
坩
経
営
相
談
支
援
の
推
進

　
敢
個
別
相
談
（
巡
回
・
窓
口
）
に
よ

る
経
営
支
援
の
実
施

　
柑
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
制

度
（
マ
ル
経
融
資
）
等
の
推
進
と

効
果
的
運
用

　
桓
金
融
・
経
理
・
税
務
・
労
務
に
関

す
る
相
談
と
指
導

　
棺
経
営
合
理
化
・
技
術
改
善
・
商
取

引
に
関
す
る
相
談
指
導
と
斡
旋

　
款
新
規
創
業
・
事
業
承
継
に
関
す
る

相
談
と
支
援
強
化

　
歓
人
材
確
保
と
育
成
支
援
の
推
進

　
汗
労
働
保
険
事
業
の
推
進

　
漢
各
種
補
助
金
・
諸
制
度
等
の
相
談

と
指
導

　
澗
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の
推

進

　
潅
経
営
発
達
支
援
計
画
に
よ
る
伴
走

型
支
援

　
環
そ
の
他
小
規
模
事
業
の
経
営
改
善

と
発
展
に
関
す
る
相
談
指
導
と
情

報
提
供

２
坩
特
別
相
談
室
の
開
設

　
敢
夜
間
金
融
・
経
営
相
談
室
の
開
設

（
７
月
・
　
月
）

１２

　
柑
「
一
日
公
庫
」
金
融
・
事
業
承
継
・

創
業
相
談
室
の
実
施
（
毎
月
第
２

木
曜
日
）

　
桓
記
帳
継
続
指
導
の
実
施

　
　
ａ
坩
青
色
申
告
を
対
象
（
年
６
回

程
度
記
帳
指
導
）

　
　
ｂ
坩
個
別
決
算
指
導
（
２
月
～
３

月
）

　
棺
労
働
保
険
個
別
指
導
の
実
施

　
　
ａ
坩
事
務
組
合
加
入
者
の
年
度
更

新
個
別
指
導
及
び
諸
手
続
き
指

令
和
四
年

令
和
四
年
度度

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事
業
計

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事
業
計
画画

重

点

目

標

実

施

計

画
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導

　
款
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
特
別
相
談

窓
口
の
設
置

３
坩
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

　
敢
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー（
４
月
）

　
柑
事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー（
８
月
）

　
桓
経
営
分
析
セ
ミ
ナ
ー（
９
月
）

　
棺
Ｉ
Ｔ
導
入
活
用
セ
ミ
ナ
ー（
　
月
）

１０

　
款
新
規
創
業
セ
ミ
ナ
ー（
　
月
）

１１

　
歓
年
末
調
整
説
明
会（
　
月
）

１１

　
汗
青
色
決
算
説
明
会（
　
月
）

１２

　
漢
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
１

月
）

　
澗
そ
の
他
経
営
等
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー（
随
時
）

　
潅
関
係
機
関
と
連
携
し
た
講
演
会
の

開
催（
随
時
）

４
坩
新
規
創
業
・
事
業
承
継
に
対
す
る

相
談
・
指
導
の
推
進

　
敢
各
支
援
機
関
等
と
連
携
し
た
新
規

創
業
者
の
発
掘
・
啓
発
事
業
の
実

施

　
柑
専
門
機
関
（
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
等
）
を
活
用
し
た
事
業
承

継
支
援

５
坩
Ｉ
Ｔ
の
導
入
及
び
利
活
用
の
推
進

　
敢
業
務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
に
向

け
た
支
援

　
　
ａ
坩
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ

ド
会
計
の
導
入
・
活
用
促
進

　
　
ｂ
坩
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
る
Ｉ

Ｔ
導
入
・
活
用
の
促
進

　
柑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情

報
収
集
・
情
報
提
供
と
経
営
分
析

の
実
施

　
　
ａ
坩
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

た
各
種
補
助
金
、
セ
ミ
ナ
ー
等

の
迅
速
な
情
報
発
信

　
　
ｂ
坩「
Ｂ
Ｉ
Ｚ
ミ
ル
」「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」

「
経
営
自
己
診
断
シ
ス
テ
ム
」

等
を
活
用
し
た
経
営
分
析

　
桓
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
事

業
者
の
情
報
管
理
・
運
用
の
効
率

化
推
進

６
坩
経
営
発
達
支
援
計
画
へ
の
対
応
推

進
　
敢
支
援
力
向
上
の
た
め
の
研
修
実
施

　
　
ａ
坩
旭
川
中
小
企
業
大
学
校
で
の

研
修
参
加：

経
営
指
導
員
等
研

修（
５
月
～
　
月
）

１２

　
　
ｂ
．
日
商
・
道
商
連
・
中
小
機
構

等
が
開
催
す
る
研
修
会
・
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加

７
坩
関
係
機
関
と
の
連
携

　
敢
中
小
企
業
支
援
機
関
と
の
懇
談

会
・
情
報
交
換
会
開
催

　
柑
専
門
家
を
活
用
し
た
相
談
事
業
の

推
進

８
坩
経
営
等
に
関
す
る
調
査
・
情
報
収

集
と
販
路
開
拓
支
援

　
敢
経
営
・
労
働
環
境
・
需
要
動
向
等

の
調
査
実
施

　
柑
販
路
開
拓
に
向
け
た
情
報
収
集
・

発
信
と
物
産
展
等
へ
の
出
店
支
援

９
坩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
施
策

普
及
の
推
進

　
敢
小
規
模
企
業
共
済
・
倒
産
防
止
共

済
・
退
職
金
共
済
制
度
の
普
及
拡

大

　
柑
中
小
企
業
向
各
種
助
成
制
度
の
普

及
と
利
用
拡
大

　
桓
施
策
普
及
の
た
め
の
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付

▽
事
務
局
長
　
佐
藤
　
利
之
　
退
職

令
和
四
年
四
月
一
日
付

▽
橋
本
　
る
み
子
　

　
事
務
局
長
に
任
命
す
る
。

▽
業
務
課
長
代
理
　
千
代
谷
　
恵

　
事
務
局
次
長
に
任
命
す
る
。

▽
指
導
課
長
代
理
　
日
野
　
智
和

　
相
談
所
長
に
任
命
す
る
。

▽
指
導
課
指
導
係
　
村
山
　
慧
星

　
指
導
課
振
興
係
長
に
任
命
す
る
。

　　
新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

居
酒
屋
　
日
本
海

代
表
　
会
田
　
範
人

錦
町
三
丁
目
二
倆
三
十
五

外
建
工
業

代
表
　
鈴
木
　
正
人

大
和
田
三
丁
目
一
九
九
番
地

居
酒
屋
　
つ
ぼ

代
表
　
村
田
　
祐
子

錦
町
二
丁
目
二
倆
二
倆
二
十
二

理
容
　
ト
ミ
ノ

代
表
　
冨
野
　
麗
子

本
町
四
丁
目
十
八
倆
二

ド
ッ
ク
サ
ロ
ン
　
パ
ー
ル

代
表
　
千
代
谷
　
美
穂

東
雲
町
二
丁
目
八
十
五
倆
十
六

富
丸

代
表
　
佐
々
木
留
美
子

開
運
町
三
丁
目

公
益
財
団
法
人
　
産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー
北
海
道
事
務
所

所
長
　
玉
置
　
靖

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
一
番

地
　
札
幌
時
計
台
ビ
ル
八
階
八
倆
二

４月１５日晶煙ごみ・ゼロ運動（商店街一斉）

４月２０日昌煙第３２回 留萌商工会議所青年部
　　　　　　通常会員総会

４月２２日晶煙新入社員ビジネスマナー研修

４月２３日松噛留萌市観光施設オープン
　　　　　　（ＮＰＯ法人留萌観光協会 緯 0164－43－6817）

５月２日捷煙ごみ・ゼロ運動（商店街一斉）

５月５日昌噛「かずの子のマチ」留萌フェスタ
　　　　　　（留萌市役所 緯 0164－42－1840）

　　　　　噛ワイワイ賑わい子ども広場
　　　　　　（留萌市教育委員会 緯 0164－42－1808）

５月９日捷煙留萌市勤労者共済会 定期総会

５月１６日捷煙留萌商工会議所前期会費 口座振替日

６月１日昌煙ごみ・ゼロ運動（商店街一斉）

６月２１日昇噛聖徳太子祭
　～２２日昌　（太子祭奉賛会 緯 0164－43－0613）

４～６月
留萌商工会議所及び市内行事予定

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問
合せください。

新

入

会

員

紹

介

事

務

局

人

事

務

局

人

事事
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１月留萌港入出貨物

【積荷合計 ４隻】

・カラ・トド松丸太（国内）

 　　　　　　４隻　  ５，３１２弱

【揚荷合計 ２５隻】

・セメント　　２隻　 ５，９８３ K/T

・塩　　　　　１隻　　 ９５９ K/T

・油　　　　　２２隻

　　　　　　　（内航 ７４，０８０ K/L）

２月留萌港入出貨物

【積荷合計 ３隻】
・小麦　　　　１隻　 １，５００ K/T
・カラ・トド松丸太（国内）
 　　　　　　 ２隻　 ２，６７１弱
【揚荷合計 ２３隻】
・輸入石炭　　１隻　１９，３２０ K/T
・塩　　　　　１隻　　 ５９５ K/T
・油　　　　　２１隻　６９，０７３ K/Ｌ
　　　 （外航 １隻　 ５，２９３ K/Ｌ
　　　   内航 ２０隻　６３，７８０ K/L）

◎手形交換・不渡 留萌金融協会

不　渡　実　績交　　換　　高
不渡金額枚　数交換金額枚　数

０千円０枚４９５百万円２５７枚１月

０千円０枚６８３百万円２１４枚２月

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５７，３５５４９，０４４６，６６５１，３８６２６０１月

５７，１８２４９，３９５６，２７６１，３２５１８６２月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金等当座預金

１４３，４１５１，２４２５８，６４１７８，９５０４，５８２１月

１４２，２９８１，３４５５８，１３７７８，６４８４，１６８２月

▽
経
営
一
般
　
十
一
件

▽
金
融
　
一
件
　
▽
税
務
　
六
十
一
件

▽
労
働
　
二
十
七
件
　
▽
計
　
百
一
件

２
・
３
月

相

談

件

相
　
談
　
件
　
数数

第160回
日本商工会議所主催
簿記検定試験 合格者

・・実施日

　令和４年２月27日（日）

・・実施会場

　留萌産業会館

〈２級〉該当なし

〈３級〉該当なし

晦

界

海

皆
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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令
和
三
年
度
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長
の
村
上
で
す
。
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
会
長
の
任
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
中

の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
予
定
し
て
い

た
事
業
例
会
や
他
の
地
域
の
青
年
部
と
の

交
流
も
中
止
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
切
り
替
わ

る
な
ど
、
活
動
を
制
限
さ
れ
る
か
た
ち
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
に

お
い
て
は
ス
マ
ホ
で
の
撮
影
限
定
の
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
市
民
の
方
に
も
参
加

で
き
る
催
し
を
開
催
し
、
一
般
の
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
に
比
べ
て
倍
近
い
応
募
を
募

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
令
和
三
年

度
は
、
弊
会
の
設
立
三
十
周
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
三
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
通
常
で
す
と
他
の
地
域
の

青
年
部
の
方
を
多
数
招
い
て
祝
賀
会
や
懇

親
会
を
行
い
大
い
に
盛
り
上
が
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
為
に
そ
れ
ら
は
中
止

に
し
て
、
設
立
か
ら
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様

の
活
動
を
振
り
返
り
そ
の
功
績
を
称
え
る

こ
と
を
重
視
し
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
中
で
三
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
留
萌
市
の
道
の
駅
に
子
供
用
の
遊

具
を
進
呈
い
た
し
ま
し
た
。
対
外
的
な
も

の
と
し
て
は
、
出
向
者
に
よ
る
市
外
・
道

外
の
青
年
部
と
の
交
流
や
会
員
向
け
に
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
地
域
活

性
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
会
議
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
に
参
加
し
て
経
営
者
と
し
て
の
研

賛
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
青
年
部

に
入
会
す
る
と
商
工
会
議
所
青
年
部
の
名

の
も
と
に
、
全
国
各
地
の
様
々
な
業
種
の

経
営
者
と
交
流
で
き
る
機
会
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
令
和

四
年
度
は
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
留
萌

の
地
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
の
開
催
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
会

員
一
同
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
市

民
の
皆
様
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
活
動

当
初
は
本
当
に
な
に
も
事
業
等
を
開
催
で

き
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
う

し
て
無
事
活
動
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
関
係
各
位
の
皆
様
の
日
頃
よ
り
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
と
、
会
員
の
皆
様
の
支
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

　
第
二
十
一
代
会
長
　
村
上
　
　
茂

No.９７

 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　
先
日
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議

所
北
海
道
地
区
協
議
会
が
主
催
す
る
会
員

会
議
所
会
議
が
留
萌
の
地
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
北
海
道
地
区
協

議
会
が
進
め
る
運
動
を
審
議
承
認
す
る
重

要
な
場
で
あ
り
、
留
萌
で
は
二
〇
一
〇
年

地
区
大
会
留
萌
大
会
以
来
、
十
二
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
北
海
道
地
区
協
議
会
の
役
員

の
皆
様
、
各
地
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
様
を
は

じ
め
、
全
道
各
地
か
ら
志
を
共
に
す
る
百

名
を
超
え
る
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ん
延
防
止
重
点
措

置
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
限
ら
れ
た

範
囲
に
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

で
き
る
お
も
て
な
し
を
留
萌
青
年
会
議
所

と
し
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
皆
様
に
は
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ

と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
本
受
け
入
れ
に
は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や

飲
食
店
、
土
産
物
店
な
ど
多
く
の
皆
様
、

ま
た
、
日
頃
よ
り
現
役
に
多
大
な
る
御
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
留
萌
青
年
会
議
所

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
も
御
協
力
を
賜

り
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所

副
理
事
長
兼
専
務
理
事
　
佐
藤
　
亮
訓

No.１８５

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

▽
２
月
７
日
　
正
副
会
頭
会
議
・
広
報

委
員
会
▽
　
日
　
留
萌
市
プ
レ
ミ
ア
ム

１０

商
品
券
実
行
委
員
会
▽
　
日
　
水
産
部

２１

会
・
運
輸
港
湾
部
会
▽
　
日
　
観
光

２２

サ
ー
ビ
ス
部
会
役
員
会
▽
　
日
　
工
業

２４

部
会
▽
　
日
　
商
業
部
会
役
員
会
▽
　

２５

２７

日
　
第
　
回
日
商
簿
記
検
定
▽
　
日
　

１６０

２８

金
融
部
会

▽
３
月
１
日
　
観
光
お
も
て
な
し
委
員

会
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
▽
３
日
　
地

域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
▽
４
日
　

総
務
運
営
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議
・

商
業
部
会
▽
８
日
　
正
副
会
頭
会
議
▽

９
日
　
総
務
運
営
委
員
会
▽
　
日
　
日

１７

本
商
工
会
議
所
創
立
　
年
記
念
第
　
回

１００

１３４

通
常
会
員
総
会
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
▽

　
日
　
第
　
回
常
議
員
会
▽
　
日
　
第

１８

３７８

２５

　
回
通
常
議
員
総
会

２３６
業

務

日

業
　
務
　
日
　
誌誌

２
・
３
月
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① 雇い入れる前に、就労が認められるか在留資

　 格を確認してください
　

② 外国人の雇入れと離職は、必ずハローワーク

　 に届け出てください
　

③ 労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な

　 雇用管理を行ってください

お問合せは、

お近くのハローワークまたは労働基準監督署まで

外国人は「ルールを守って」
適正に雇用しましょう。

　令和４年度の健康保険・介護保険料率は３月分（４月納付分）
から変更となります。皆さまのご理解・ご協力をお願いいたし
ます。※保険料額表はホームページをご覧ください。

令和４年３月分（４月納付分）から変更

協会けんぽ北海道支部の
保険料率が変更になります。

令和
４年度

令和３年度
健康保険料率 10．45 ％12．25 ％ 介護保険料率　　1．8 ％

令和４年度
健康保険料率 10．39％（－0．06％） 革12．03 ％ 介護保険料率　1．64％（－0．16％） 革

許 上記虚以外の加入者（被保険者）さま

虚 40歳以上65歳未満の加入者（被保険者）さま

令和３年度
健康保険料率 10．45 ％10．45％ 介護保険料率　　－

令和４年度
健康保険料率 10．39％（－0．06％） 革10．39％ 介護保険料率　 －

2022年度 日商簿記検2022年度 日商簿記検定定（統一試験）（統一試験）開催日程開催日程

申　込　期　間実 施 日開 催 日

令和４年
４月５日（火）～５月６日（金）

６月12日（日）
第161回

（１級～３級）

令和４年
９月20日（火）～10月14日（金）

11月20日（日）
第162回

（１級～３級）

令和５年
１月10日（火）～１月31日（火）

２月26日（日）
第163回

（２級～３級）

簿記検定試験受験料

7，850 円１ 級

4，720 円２ 級

2，850 円３ 級

６月は
「外国人労働者問題啓発月間」です ！

厚生労働省からのお知らせです

2022年度日商簿記検定（統一試験）は、下記の日程にて留萌産業会館にて行います。

（公社）留萌地域人材開発センター運営協会
 〒077－0014 留萌市南町１丁目 緯 0164－42－0348

※ネット試験については右記の会場で行って
おりますので、お問合せください。

〈お問い合せ先〉 留萌商工会議所 緯 42－2058
…………………………………………………………………………………………………
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳
　高校、大学等への入学時・在学中に

かかる費用を対象とした公的な融資制

度です。お子さま１人につき350万円

以内を、固定金利（年1．65％（令和４

年４月１日現在））で利用でき、在学期

間内は利息のみのご返済とすることが

できます。

　詳しくは、「国の教育ローン」で検索

していただくか、下記のコールセン

ターへお問い合わせください。

〔教育ローンコールセンター〕
 0570－008656（ナビダイヤル）
 または（03）5321－8656

「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）のご案内

商 工 会 議 所 の 推 薦 で
無担保・無保証人融資
が 受 け ら れ ま す　 　
噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所の
経営指導を受けている企業で、従業員が２０人以
下（商業・サービス業は５人以下）の個人又は
法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

●融資対象

№ 95

　Ｉ Ｔ導入補助金は、中小企業・小規模事業者等のみなさまが自社の課題やニーズに合った Ｉ Ｔツールを導入する経費の一
部を補助することで、みなさまの業務効率化・売上アップをサポートするものです。
　また、中小企業・小規模事業者等のみなさまが導入する会計ソフト・受発注ソフト・決済ソフト・ＥＣソフトの経費の
一部を補助することで、インボイス対応も見据えた企業間取引のデジタル化を推進することを目的としています。

【補助対象経費】ソフトウエア購入費、クラウド利用料、導入関連費、デジタル化基盤導入枠（デジタル化基盤導入類型）
は上記に加えハードウエア購入費等が対象

　　　　　　　※本サイトにて公開予定の Ｉ Ｔツールが補助金の対象です。（一部のハードウエアを除く）

Ｉ Ｔ導入補助金２０２２ 公募開始中小企業・小規模事業者のみなさまへ

ＰＣ・タブレット・プリンター・スキャナー及びそれらの複合機器：補助率１/２以内、補助上限額10万円ハードウェア
購入費 レジ・券売機等：補助率１/２以内、補助上限額20万円

ハードウエア購入費用（デジタル化基盤導入類型）

デジタル化基盤導入類型Ｂ 類 型Ａ 類 型
ソフトウェア購入費・

クラウド利用料（最大２年分補助）・導入関連費等
ソフトウェア購入費・

クラウド利用料（最大１年分補助）・導入関連費等
補 助 対 象
経 費 区 分

２/３以内３/４以内１/２以内補　助　率
50万円超～350万円5万円～50万円以下150万円～450万円以下30万円～150万円未満上限額・下限額

補助金の上限額・下限額・補助率

ナビダイヤル：0570－666－424　 Ｉ Ｐ電話等からのお問合せ先：042－303－9749

ホームページ：ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｔ－ｈｏｊｏ．ｊｐ

サービス等生産性向上ＩＴ導入
支援事業 コールセンター

留萌市の利子補給で 0．23％
 ※適用には条件があります。 （　　　　　　　　）
金利 1.23％　
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４
／
　
牙
・
５
／
　
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１４

１２

　
道
立
留
萌
高
校
の
令
和
三
年
度

卒
業
者
に
対
す
る
各
種
表
彰
が
行

わ
れ
、
当
所
も
勉
学
に
勤
し
み
成

績
優
秀
な
生
徒
一
名
を
表
彰
す
る

事
に
し
て
お
り
、
本
年
度
は
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
関
瑞
穂
さ
ん
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

関

瑞
穂
さ
ん

関
　
 瑞
穂
 さ
ん
にに

留
萌
商
工
会
議
所
会
頭

留
萌
商
工
会
議
所
会
頭
賞賞

胸自分のＰＲポイント
　（特技、資格、性格、座右の銘 等）

　高校でボランティア部に所属し

ていたため、思いやりがあります。

胸現在の担当業務

　融資窓口係

胸現在の課題（毎日の仕事で注意している点 等）

　　仕事を覚えることと、正確に行うことです。

胸今後の目標（仕事以外プライベートでもＯＫ）

　職場で積極的にコミュニケーションを取り、いち早く仕事

を覚えたいです。

胸留萌の好きな所・もの（お気に入りの場所や自然、食べ物、特産品 等）

　海産物、特に数の子

留萌信用金庫 本店営業部

 中　山 　　 悠  　さん
なかやま はるか

（札幌市出身 ・ 22歳）

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工 会 議所 No.93

商工会議所について毎月お答えし ま す。

業務効率化や売上アップのため
のＩＴツール導入やＰＣ・タブレット
の導入費用を補助するものです。
詳しくはかいぎしょＮｅｗｓ４・５月
号の９ページをご覧ください。

　
代
表
取
締
役
の
堀
義
美
氏
は
稚

内
市
出
身
。
旭
川
・
留
萌
市
内
で

の
勤
務
を
経
て
、
昭
和
　
年
５
月

５６

に
開
業
し
ま
し
た
。

　
㈲
ホ
リ
電
器
で
は
、
昨
年
に
創

業
　
周
年
を
迎
え
、
テ
レ
ビ
・
冷

４０
蔵
庫
等
を
中
心
と
す
る
電
化
製
品

の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
力
を
い
れ
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
留
萌
管
内
唯
一
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
正
規
取
扱
店
で

あ
り
、
正
規
店
な
ら
で
は
の
商
品
も
豊
富
に
取
り
揃
え
て
お

り
、
展
示
会
等
も
行
っ
て
お
り
、
精
力
的
な
営
業
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
電
化
製
品
、
特
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

お
ま
か
せ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
正
規
取
扱
店
が
目
印
の
、
㈲
ホ

リ
電
器
ま
で
ど
う
ぞ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

「パナソニックのことなら
なんでもおまかせ」

㈲ ホリ電器

　代表取締役　
堀　 義美 さん

員紹介 コー ナ ー会

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓 ４２－２０５８ までお問合せ下さい。

留萌市本町２丁目

ＴＥＬ 0164－42－2996

営業時間／午前９時～午後７時

定休日／日曜日

ＩＴツール導入のための
支援はありませんか？

ＩＴ導入補助金があります。

どのような補助金で
すか？




